
　
市
は
、
今
後
到
来
す
る
人
口
減
少
社
会
に
的
確
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
社
会
経
済

状
況
の
変
化
、
市
の
現
状
や
課
題
、
市
民
の
新
た
な
ニ
ー
ズ
な
ど
を
踏
ま
え
、「
第
３
期

春
日
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」を
策
定
し
ま
し
た
。

人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
方
針

「
第
３
期
春
日
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

 

創
生
総
合
戦
略
」を
策
定
し
ま
し
た

　
国
の
総
人
口
は
、
既
に
減
少
が
始
ま
っ
て
お
り
、
今
後
、

地
域
経
済
の
縮
小
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」は
、
出
生
率
の

低
下
に
よ
る
人
口
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
住
み
よ
い
環
境
を
確
保
し
、
将
来
に
わ

た
っ
て
活
力
あ
る
社
会
を
創
生
す
る
こ
と
を
目
指
す
取
り
組

み
で
す
。

　
市
は
、
第
1
期
の「
春
日
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」（
以
下「
総
合
戦
略
」）を
平
成
27
年
に
、
第
２
期

総
合
戦
略
を
令
和
２
年
に
策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
検
証

や
、
人
口
の
現
状
分
析
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
な

ど
を
踏
ま
え
、
令
和
7
年
3
月
に
第
３
期
総
合
戦
略
を
策
定

し
ま
し
た
。
計
画
期
間
は
、
令
和
７
〜
12
年
度
で
す
。

▽自然動態（出生・死亡）
　今後も子育てしたいと思える環境を充実させ、出生率の上昇を目標とします。

▽社会動態（転入・転出）
　良好な住環境の維持・向上を図り、「転入・転出に伴う人口増」を目標とします。

実現に向けた施策の例

実現に向けた施策の例

実現に向けた施策の例

①妊娠・出産・子育て支援の充実
相談体制や産前・産後の支援事業の強化充実、経済的
負担の軽減など
②男女共同参画社会の推進
「男は仕事、女は家庭」といった固定的性別役割分担意識
の解消に向けた啓発など

①協働のまちづくりの推進
　自治会活動の支援など
②学校教育の充実・共育（共に育てる）の推進
　コミュニティ・スクールの推進など
③良好な住環境の確保
④交通体系の整備・維持

①社会保障制度の安定的な運営
　介護予防の推進、健康づくりの支援の充実など
②行財政改革の推進
　健全財政の維持による持続可能な行政運営、行政手続き
のオンライン化の推進など

⑤商工業の活性化
⑥安全・安心なまちづくり
⑦まちの魅力発信
⑧若い世代の還流・定着
　高等学校や大学との連携強化

基本目標 若い世代の結婚から子育てまでの希望がかなうまちづくり11

基本目標

基本目標

九州で最も住みやすい魅力あるまちづくり

超高齢・人口減少社会に対応した持続可能なまちづくり
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市
の
人
口
は
、
こ
れ
ま
で
増
加
傾
向
で
し
た
が
、
令
和
２

年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
、
同
6
年
12
月
末
時
点
で
は

１
１
１,
9
1
9
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
将
来
人
口
の
推
計
で
は
今
後
も
減
少
が
続
き
、
今
か
ら
30

年
後
の
令
和
37（
２
０
５
５
）年
に
は
、
10
万
人
を
下
回
る
見

込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
22（
２
０
１
０
）年
を
境
に
年
少
人
口（
０
〜

14
歳
）と
老
年
人
口（
65
歳
以
上
）の
割
合
が
逆
転
し
、
令
和

５
年
時
点
で
市
の
高
齢
化
率
は
23
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
老
年
人
口
の
増
加
に
伴
っ
て
、
死
亡
数
が
年
々
増
加
し
て

お
り
、
令
和
３
年
以
降
、
死
亡
数
が
出
生
数
を
上
回
る
自

然
減
の
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
市
は
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
を
展
開
し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」と
は

人
口
の
現
状
と
今
後
の
推
計

市
の
総
合
戦
略
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◆目標
2060年に人口10万人を維持

今後、人口減少が進む見込み

第３期総合戦略の概要 第３期総合戦略においても、第２期総合戦略
で掲げた将来展望を引き継ぎます。

人口の将来展望

2060年に人口10万人の維持を目指します
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